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詞林　第57号　2015年4月

は
じ
め
に

九
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
、
屏
風
歌
が
大
流
行
す

る
。
屏
風
歌
と
は
、
四
季
の
景
物
や
行
事
・
名
所
を
描
い
た
大
和
絵
屏

風
（
ま
れ
に
大
和
絵
障
子
）
の
絵
に
対
し
て
詠
ん
だ
歌
の
こ
と
で
あ
る
。

障
子
歌
も
含
め
て
、
屏
風
歌
と
称
す
る
。
主
に
専
門
歌
人
が
朝
廷
や
権

門
貴
族
の
依
頼
を
受
け
て
詠
む
。
そ
の
歌
は
能
書
家
に
よ
っ
て
色
紙
形

に
揮
毫
さ
れ
、
屏
風
に
押
さ
れ
た
（「
押
す
」
と
は
貼
る
こ
と
）。

屏
風
歌
は
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
私
家
集
な
ど
の
和
歌
資
料
に
残
っ
て

い
る
た
め
、
集
め
て
整
理
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
こ
れ
の
屏
風
に
詠
ま
れ

た
歌
は
こ
れ
こ
れ
と
、
あ
る
程
度
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る（

１
）。

し
か
し
、
大
和
絵
屏
風
の
方
は
残
念
な
が
ら
ま
っ
た
く
残
っ
て
い
な

い
。
か
ろ
う
じ
て
平
安
時
代
の
屏
風
絵
を
し
の
ば
せ
る
貴
重
な
遺
品
と

し
て
、「
神
護
寺
山
水
屏
風
」（
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
成
立（

２
））
が
あ
る
。

秋
の
帖
だ
け
現
存
し
て
お
り
、
山
々
や
川
、
丘
陵
、
野
辺
が
全
体
に
描

か
れ
、
そ
の
合
間
に
木
々
や
草
花
、
鹿
、
水
鳥
な
ど
の
自
然
の
風
物
、

人
の
家
、
訪
問
者
、
小
鷹
狩
す
る
人
、
田
を
守
る
農
夫
、
七
夕
、
網
代

を
打
つ
と
こ
ろ
な
ど
の
人
間
の
営
み
が
、
細
密
に
描
か
れ
て
い
る（

３
）（

本

稿
末
尾
図
１
に
、
第
四
扇
第
五
扇
の
み
掲
載
）。「
平
等
院
鳳
凰
堂
扉
絵
」（
天

喜
元
年
（
一
〇
五
三
年
）
造
立
）
に
描
か
れ
た
「
九
品
来
迎
図
」
も
、
部

分
的
に
自
然
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
や
は
り
当
時
を
知
る
貴
重
な
遺
品

で
あ
る
が
、
同
じ
く
風
景
の
中
に
自
然
の
風
物
、
人
間
の
営
み
が
描
か

れ
て
い
る
（
図
３
に
一
部
分
を
掲
載
）。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
屏
風
絵
は
、
武
田
恒
夫
氏
が
『
屏
風
絵
に
み
る

季
節（

４
）』
の
中
で
「
季
節
表
現
の
手
法
を
古
代
の
和
歌
に
発
想
を
得
た
屏

風
絵
」と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、大
き
く
捉
え
る
と
和
歌
の
題
材
・

発
想
が
屏
風
絵
と
し
て
絵
画
化
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
詳
細
に
分
析

す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
歌
と
絵
の
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

後
世
の
絵
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
屏
風
歌
と
屏
風
絵
の
関
係
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

考
察
の
対
象
と
し
て
、網
代
を
取
り
上
げ
る
。網
代
は
屏
風
歌
に
よ
っ

て
和
歌
世
界
に
導
入
さ
れ
た
新
し
い
題
材
で
あ
り
、
絵
と
歌
が
新
た
な

平
安
中
期
の
屏
風
絵
と
屏
風
歌
の
関
係

―
―
網
代
を
例
と
し
て
―
―

　
　
　
　
　
　
　

田
島　

智
子
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表
現
を
獲
得
し
て
い
っ
た
過
程
が
見
え
や
す
く
、
両
者
の
関
係
も
明
ら

か
に
し
や
す
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

網
代
と
は
、
魚
を
取
る
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
る
。
網
代
木
と
呼
ば
れ

る
杭
を
、
水
流
を
横
切
っ
て
ハ
の
字
型
に
打
ち
込
み
、
中
央
に
簀す

を
張

る
。
魚
が
中
央
に
導
か
れ
て
簀
に
上
が
っ
た
と
こ
ろ
を
捕
え
る
。
平
安

時
代
に
は
近
江
国
田た

な
か
み上

と
山
城
国
宇
治
が
有
名
で
あ
り
、
九
月
か
ら
十

二
月
ま
で
設
置
さ
れ
、
琵
琶
湖
か
ら
流
れ
出
る
鮎
の
稚
魚
を
取
る
。
鮎

の
稚
魚
は
そ
の
透
き
通
っ
た
姿
か
ら
氷ひ

お魚
と
呼
ば
れ
、
珍
重
さ
れ
た
。

朝
廷
に
献
上
す
る
氷
魚
を
受
け
取
る
た
め
に
氷
魚
の
使
い
が
派
遣
さ
れ
、

九
月
九
日
の
重
陽
の
宴
や
十
月
初
旬
の
残
菊
の
宴
に
下
賜
さ
れ
た（

５
）。

な
お
、
論
者
は
屏
風
歌
の
流
行
期
を
、
活
躍
し
た
歌
人
や
歌
の
詠
み

方
の
変
化
に
基
づ
い
て
、
次
の
三
期
に
分
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
で
も
こ
の
分
類
を
用
い
て
い
る
。
網
代
の
屏
風
歌
は
、
拾
遺
集
時

代
に
は
例
が
な
く
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
、
古
今
集
時
代

と
後
撰
集
時
代
で
あ
る
。

古
今
集
時
代
（
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
前
半
）
…
…
古
今
和
歌
集
撰

者
と
そ
の
同
時
代
人
が
活
躍
。
紀
貫
之
、
凡
河
内
躬

恒
、
壬
生
忠
岑
、
素
性
、
伊
勢
、
藤
原
兼
輔
、
源
公

忠
、
大
中
臣
頼
基
な
ど
。

後
撰
集
時
代
（
十
世
紀
後
半
）
…
…
後
撰
和
歌
集
撰
者
と
そ
の
同

時
代
人
が
活
躍
。
源
順
、
清
原
元
輔
、
大
中
臣
能
宣
、

壬
生
忠
見
、
中
務
、
藤
原
元
真
、
源
信
明
、
藤
原
清

正
、
平
兼
盛
、
恵
慶
、
右
大
将
道
綱
母
、
源
重
之
、

源
兼
澄
な
ど
。

拾
遺
集
時
代
（
十
一
世
紀
初
頭
）
…
…
拾
遺
和
歌
抄
・
拾
遺
和
歌

集
の
撰
者
と
そ
の
同
時
代
人
が
活
躍
。
藤
原
公
任
、

花
山
院
、
藤
原
高
遠
、
藤
原
輔
尹
、
大
中
臣
輔
親
、

源
道
済
、
大
江
嘉
言
、
藤
原
長
能
、
和
泉
式
部
、
藤

原
道
長
、
紫
式
部
、
赤
染
衛
門
な
ど
。

一
、
網
代
と
白
波

『
古
今
和
歌
集
』
に
網
代
の
歌
が
一
例
も
な
い
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、

網
代
は
当
時
詠
ま
れ
て
い
な
い
題
材
で
あ
っ
た
。
歌
人
は
ど
う
詠
む
べ

き
か
と
ま
ど
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
例
が
な
い
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。『
万
葉
集
』
に
網
代
の
歌
が
三
首
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

柿
本
朝
臣
人
麿
従
二
近
江
国
一
上
来
時
至
二
宇
治
河
辺
一
作
歌

一
首

物モ
ノ
ノ
フ

乃
部
能ノ　

八ヤ
ソ
ウ
ヂ
カ
ハ

十
氏
河
乃ノ　
　

阿ア
ジ
ロ
ギ

白
木
　

尓ニ　

不イ

サ

ヨ

フ

知
代
経
　

浪ナ
ミ
　

乃ノ　

去ユ
ク
ヘ辺
　

白シ
ラ
ズ不
　

母モ

（
万
葉
集　

巻
三　

雑
歌　

二
六
六
）（
新
撰
和
歌
三
〇
一
、

人
丸
集
二
一
、
古
今
和
歌
六
帖
一
六
四
五
、
新
古
今
和
歌
集
一
六
五
〇
、

和
歌
童
蒙
抄
な
ど（
６
））

と
い
う
人
麿
歌
は
、『
新
撰
和
歌
』（
紀
貫
之
撰
）
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』

に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。「
宇
治
川
の
網
代
木
に
波
が
遮
ら
れ
、
滞
っ
て
い
る
、
そ
の
波

の
行
方
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
網
代
の
波
に
無
常
を
感
じ
て
い
る
。

こ
の
歌
で
は
、
網
代
と
波
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
日
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本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集（

７
）』
脚
注
に
よ
る
と
、

「
網
代
」
の
ロ
は
乙
類
。
こ
こ
の
表
記
「
白
」
の
ロ
は
甲
類
。
即

ち
仮
名
遣
い
に
疑
問
が
あ
る
。〈
中
略
〉。結
句
の「
知
ら
ず
」を「
不

知
」
と
書
か
ず
、「
白
不
」
と
書
い
た
表
記
も
や
や
奇
異
の
感
を

伴
う
。「
白
」
の
字
を
二
回
繰
り
返
し
使
用
し
て
、
波
頭
の
白
さ

を
視
覚
的
に
強
調
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
の
こ
と
で
あ
る
。
貫
之
や
躬
恒
が
『
万
葉
集
』
で
の
表
記
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
白
波
を
も
イ
メ
ー
ジ
し
た
で
あ
ろ
う
。

は
た
し
て
、
古
今
集
時
代
の
屏
風
歌
に
、
網
代
に
白
波
が
寄
る
こ
と

を
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
。

あ
し
ろ

　

紅
葉
は
　

の
な
か
れ
て
落
る
　

あ
し
ろ
　

に
は
　

白
波
　

も
ま
た
よ
ら
ぬ
日

そ
な
き
（
貫
之
集
Ⅰ
四
四
四
）【
76
天
慶
二
年
宰
相
中
将
敦
忠
屏
風
（
九

三
九
年
）】

人
〻
舟
に
の
り
て
あ
し
ろ
に
い
け
り

棹
さ
し
て
き
つ
る
所
は
　

白
波
　

の
よ
れ
と
ゝ
ま
ら
ぬ
　

あ
し
ろ
　

な
り

け
り
（
貫
之
集
Ⅰ
四
五
七
）【
79
天
慶
四
年
正
月
右
大
将
実
頼
屏
風
（
九

四
一
年
）】

あ
し
ろ

山
風
の
い
た
く
吹
お
ろ
す
　

あ
し
ろ
　

に
は
　

白
波
　

さ
へ
そ
よ
り
ま
さ

り
け
る
（
貫
之
集
Ⅰ
四
八
三
）【
81
天
慶
四
年
三
月
内
裏
屏
風
（
九
四
一

年
）】

し
か
し
、
こ
の
三
例
が
詠
ま
れ
た
の
は
、
古
今
集
時
代
も
終
わ
り
頃

で
あ
る
。
網
代
と
い
う
新
し
い
題
材
に
対
峙
し
た
時
、
屏
風
歌
歌
人
が

ま
ず
拠
り
所
と
し
た
の
は
、
先
行
歌
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
網
代
と
紅
葉

で
は
、
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
網
代
の
屏
風
歌
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

そ
れ
は
、
紅
葉
と
取
り
合
わ
せ
る
歌
で
あ
っ
た
。

か
は
か
み
に
時
雨
の
み
ふ
る
　

あ
し
ろ
　

に
は
　

紅
葉
　ゝ

さ
え
そ
落
ま

さ
り
け
る
（
躬
恒
集
Ⅳ
七
）【
10
延
喜
五
年
二
月
十
日
右
大
将
定
国
四

十
賀
屏
風
（
九
〇
五
年
）】

こ
の
歌
は
「
上
流
に
時
雨
ば
か
り
が
降
る
網
代
に
は
、
時
雨
で
増
し

た
水
が
流
れ
落
ち
る
だ
け
で
な
く
、
時
雨
で
落
と
さ
れ
た
紅
葉
ま
で
も

が
流
れ
落
ち
る
こ
と
だ
」
と
訳
せ
よ
う
か（

８
）。

こ
の
よ
う
な
網
代
に
紅
葉

が
寄
せ
る
屏
風
歌
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
屏
風
歌
名
を
省
略
す
る
が
、
古

今
集
時
代
に
貫
之
集
Ⅰ
一
六
九（

９
）・
貫
之
集
Ⅰ
三
三
三
・
貫
之
集
Ⅰ
三
九

八
・
貫
之
集
Ⅰ
四
四
四
、
後
撰
集
時
代
に
元
輔
集
Ⅲ
七
四
・
順
集
Ⅰ
七

四
・
朝
忠
集
Ⅰ
五
二
・
兼
盛
集
Ⅰ
一
五
二
・
能
宣
集
Ⅱ
一
六
・
能
宣
集

Ⅰ
三
二
六
が
そ
う
で
あ
る
。
網
代
の
定
番
的
な
詠
み
方
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
絵
だ
っ
た
の
か
。
参
考
に
な
る
の
は
、
清
涼

殿
の
弘
廂
の
北
端
に
あ
る
荒
海
障
子
北
面
（
南
面
は
足
長
手
長
図
）
の
宇

治
網
代
図
で
あ
る
。
実
物
は
彩
色
が
剥
落
し
て
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
が
、

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
土
佐
派
絵
画
資
料
中
に
、
安

政
二
年
（
一
八
五
五
年
）
の
土
佐
光
清
に
よ
る
粉
本
が
あ
る
（
図
５
）。
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そ
れ
に
よ
る
と
、
網
代
木
が
川
に
ハ
の
字
型
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。

中
心
の
簀
の
上
に
は
屋
根
が
あ
っ
て
、
簡
単
な
小
屋
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
紅
葉
は
一
面
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
川
面
を
漂
い
、
簀
に

向
か
っ
て
流
れ
込
ん
で
い
る
。

こ
の
絵
様
が
い
つ
の
時
代
ま
で
遡
れ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。
浅
井
岑
治
氏
が
早
く
に
、

網
代
の
構
造
、
網
代
守
、
そ
の
う
し
ろ
の
桶
、
そ
の
下
に
つ
な
い

だ
小
舟
等
全
く
、
清
涼
殿
の
図
と
同
じ
で
あ
る
。〈
中
略
〉
断
定

は
で
き
ぬ
が
、
荒
海
の
障
子
と
石
山
寺
縁
起
絵
と
、
両
者
の
図
に

は
関
係
が
あ
る
と
私
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る）

（（
（

。

と
荒
海
障
子
の
網
代
図
と
石
山
寺
縁
起
絵
の
網
代
図
の
近
さ
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
荒
海
障
子
網
代
図
右
上
の
宇
治
橋
と
、
本
稿
に

は
掲
載
し
て
い
な
い
が
石
山
寺
縁
起
絵
巻
の
宇
治
橋
の
構
図
も
似
て
い

る
。
拡
大
し
て
見
る
と
、
網
代
守
の
手
の
先
に
描
か
れ
た
、
簀
に
上
ろ

う
と
し
て
い
る
魚
の
大
き
さ
・
位
置
ま
で
似
て
い
る
（
図
６
・
図
８
）。

し
か
し
、
石
山
寺
縁
起
絵
巻
に
は
、
川
面
の
紅
葉
や
魚
影
は
描
か
れ
て

お
ら
ず
、
荒
海
障
子
の
方
が
複
雑
な
絵
様
で
あ
る
。
ま
た
、
清
涼
殿
に

置
く
障
子
の
絵
を
絵
巻
か
ら
写
し
取
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ゆ
え
に
、

清
涼
殿
の
宇
治
網
代
図
が
先
で
あ
り
、
石
山
寺
縁
起
は
そ
れ
を
元
に
し

て
描
い
た
と
推
定
す
る
。
相
澤
正
彦
氏
「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
第
四
・
五

巻
の
絵
師
に
つ
い
て）

（（
（

」
に
よ
る
と
、
五
巻
の
絵
師
は
粟
田
口
隆
光
で
、

制
作
時
期
は
南
北
朝
末
期
か
ら
室
町
時
代
初
頭
と
の
こ
と
で
あ
る
。
土

佐
光
清
の
粉
本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
荒
海
障
子
の
網
代
図
は
、
少
な
く

と
も
南
北
朝
ま
で
は
遡
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
平
安
時
代
の
大
和
絵
屏
風
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
細
密
な
も

の
で
あ
っ
た
。
荒
海
障
子
の
網
代
図
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
描
く
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
紅
葉
は
赤
色
で
示
す
こ
と

が
で
き
る
。
細
密
な
屏
風
絵
で
あ
っ
て
も
、
網
代
に
紅
葉
が
寄
っ
て
い

る
様
子
を
描
く
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

で
は
、
網
代
と
紅
葉
の
取
り
合
わ
せ
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
。
当
時
、

晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
の
光
景
と
し
て
川
を
流
れ
る
紅
葉
が
、
歌
に

も
詠
ま
れ
絵
に
も
描
か
れ
て
い
た
。『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
に
、

次
の
歌
を
は
じ
め
多
数
例
が
あ
る
。

明ア

ス

カ

ガ

ハ

日
香
河　
　

黄モ
ミ
ヂ
バ葉
　

流ナ
ガ
ル　

葛カ
ヅ
ラ
キ
ノ木　

山ヤ
マ

之ノ

木コ
ノ
ハ葉
者ハ　

今イ
マ
ハ
チ
ル
ラ
シ

之
散
疑
（
万

葉
集　

巻
十　

二
二
一
四
）

竜
田
河
　

も
み
ぢ
　

み
だ
れ
て
流
る
め
り
わ
た
ら
ば
錦
な
か
や
た
え

な
む
（
古
今
和
歌
集　

秋
下　

二
八
三　

よ
み
人
し
ら
ず
）

こ
の
歌
は
、
あ
る
人
、
な
ら
の
み
か
ど
の
御
歌
な
り
と
な
む

申
す

絵
と
し
て
は
、
次
の
有
名
な
屏
風
の
例
が
あ
る
。

二
条
の
后
の
春
宮
の
み
や
す
所
と
申
し
け
る
時
に
、
御
屏
風

に
た
つ
た
河
に
も
み
ぢ
な
が
れ
た
る
か
た
を
か
け
り
け
る
を

題
に
て
よ
め
る	

そ
せ
い

　

も
み
ぢ
ば
　

の
な
が
れ
て
と
ま
る
み
な
と
に
は
紅
深
き
浪
や
立
つ

ら
む
（
古
今
和
歌
集　

秋
下　

二
九
三
）【
２
貞
観
十
一
年
～
同
十
八
年

東
宮
御
息
所
高
子
屏
風
（
八
六
九
～
八
七
六
年
）】
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な
り
ひ
ら
の
朝
臣

ち
は
や
ぶ
る
神
世
も
き
か
ず
竜
田
河
唐
紅
に
水
く
く
る
と
は
（
古

今
和
歌
集　

秋
下　

二
九
四
）【
同
右
】

網
代
も
、
晩
秋
か
ら
初
冬
の
も
の
で
川
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
近
さ

ゆ
え
に
、
川
を
流
れ
る
紅
葉
と
い
う
光
景
に
、
網
代
と
い
う
新
し
い
題

材
を
投
入
し
た
の
だ
と
考
え
る
。

そ
れ
は
、
屏
風
絵
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、
屏
風
歌
か
ら
始
ま
っ
た
の

か
。
屏
風
絵
か
ら
始
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
網
代
の
先
行
歌
に
、
波
が
寄
せ
る
様
を
詠
ん
だ
人
麿
歌
が
あ
っ

た
。
歌
人
な
ら
ば
、
同
じ
川
の
光
景
だ
か
ら
と
言
っ
て
紅
葉
と
取
り
合

わ
せ
る
よ
り
、
先
行
歌
に
倣
っ
て
、
網
代
と
白
波
を
取
り
合
わ
せ
よ
う

と
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
絵
で
あ
れ
ば
、
紅
葉
流
れ
る

川
に
網
代
を
加
え
る
こ
と
は
、
よ
り
容
易
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

三
、
網
代
に
落
ち
る
紅
葉

屏
風
歌
の
表
現
に
注
目
し
て
も
、
絵
か
ら
歌
へ
の
影
響
が
見
て
取
れ

る
。
前
述
の
躬
恒
歌
を
再
掲
す
る
。

か
は
か
み
に
時
雨
の
み
ふ
る
　

あ
し
ろ
　

に
は
　

紅
葉
　ゝ

さ
え
そ
落
ま

さ
り
け
る
（
躬
恒
Ⅳ
七
）

網
代
に
紅
葉
が
流
れ
込
む
こ
と
を
表
す
の
に
、「
落
つ
」
と
表
現
し

て
い
る
。
他
に
「
落
つ
も
る
」（
貫
之
集
Ⅰ
一
六
九
・
貫
之
集
Ⅰ
三
九
八
）・

「
落
は
て
に
け
れ
」（
貫
之
集
Ⅰ
三
三
三
）・「
な
か
れ
て
落
る
」（
貫
之
集

Ⅰ
四
四
四
）・「
落
つ
る
」（
元
輔
集
Ⅲ
七
四
・
元
輔
集
Ⅲ
一
二
二
・
元
輔
集

Ⅲ
一
四
二
）
も
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
「
落
つ
」
は
、
木
か
ら
下
に
落
ち
る
の
で
は
な
く
、

寛
平
御
時
ふ
る
き
う
た
た
て
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、

た
つ
た
河
も
み
ぢ
ば
な
が
る
と
い
ふ
歌
を
か
き
て
、
そ
の
お

な
じ
心
を
よ
め
り
け
る	

お
き
か
ぜ

み
山
よ
り
お
ち
く
る
水
の
色
見
て
ぞ
秋
は
限
と
思
ひ
し
り
ぬ
る

（
古
今
和
歌
集　

秋
下　

三
一
〇　

興
風
）

の
よ
う
に
、
山
か
ら
急
流
に
乗
っ
て
流
れ
落
ち
る
様
を
言
っ
て
い
る
。

貫
之
に
、「
木
か
ら
落
つ
」
と
「
流
れ
落
つ
」
と
い
う
二
種
類
の
「
落

つ
」
を
利
用
し
た
面
白
い
屏
風
歌
が
あ
る
。

あ
し
ろ
に
も
み
ち
の
ち
り
い
り
て
な
か
る
ゝ
所
に
、
人
お
ほ

か
り

ふ
た
ゝ
ひ
や
　

紅
葉
　ゝ

は
ち
る
け
ふ
み
れ
は
　

あ
し
ろ
　

に
こ
そ
は
落

は
て
に
け
れ（
貫
之
集
Ⅰ
三
三
三
）【
66
承
平
五
年
十
二
月
内
裏
屏
風（
九

三
五
年
）】

「
再
び
紅
葉
は
散
る
の
か
。
今
日
見
る
と
網
代
に
流
れ
落
ち
果
て
て
い

る
よ
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
、「
再
び
紅
葉
が
散
る
」
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。
新
潮
古
典
集
成
『
土
佐
日
記　

貫
之
集）

（（
（

』
は
「
網
代
に
流
れ

着
い
た
紅
葉
が
、
な
お
そ
こ
か
ら
流
れ
出
し
て
散
っ
て
い
く
の
か
と
詠

ん
だ
と
こ
ろ
に
、
知
巧
的
な
想
像
の
ひ
ろ
が
り
が
あ
る
」
と
す
る
。
詞

書
の
「
網
代
に
紅
葉
の
散
り
入
り
て
流
る
る
所
に
」
を
重
視
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
貫
之
集
全
釈
』・『
貫
之
集
／
忠
岑
集
／
躬
恒
集

／
友
則
集）

（（
（

』
は
「
木
の
枝
か
ら
落
ち
、
川
を
落
ち
下
っ
て
二
度
散
る
の
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で
あ
ろ
う
か
」
と
す
る
。
論
者
は
後
者
が
妥
当
と
考
え
る
。
枝
か
ら
落

ち
る
の
と
、
川
を
流
れ
落
ち
る
の
と
で
は
、「
落
つ
」
の
意
味
合
い
は

異
な
る
。
そ
れ
を
承
知
の
上
で
、「
ど
ち
ら
も
『
落
つ
』
と
言
う
の
だ

か
ら
、
ど
ち
ら
も
『
散
る
』
と
言
い
換
え
て
よ
か
ろ
う
」
と
い
う
こ
じ

つ
け
め
い
た
言
葉
遊
び
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
貫
之
も
こ
だ
わ
っ
た
「
落
つ
」
と
い
う
表
現
な
の
だ

が
、
な
ぜ
網
代
に
紅
葉
が
流
れ
込
む
様
と
し
て
選
び
取
ら
れ
た
の
か
。

そ
し
て
か
く
も
屏
風
歌
に
頻
出
す
る
の
か
。

ま
ず
は
、
網
代
が
急
流
に
仕
掛
け
ら
れ
た
と
い
う
実
態
を
反
映
し
て

い
よ
う
。
し
か
し
も
う
一
つ
、
絵
の
影
響
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。
平
安

時
代
の
屏
風
絵
は
、
山
や
川
と
い
っ
た
風
景
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
場
面

が
細
密
に
描
き
込
ま
れ
て
い
た
。「
神
護
寺
山
水
屏
風
図
」（
図
１
）や「
平

等
院
鳳
凰
堂
扉
絵
」（
図
３
）
で
見
る
と
、
網
代
が
仕
掛
け
ら
れ
る
あ

た
り
の
川
は
、
山
々
と
近
接
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
急
流
を
強
く
印
象

付
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
絵
が
、
歌
人
に
「
落
つ
」
と
い
う

表
現
を
選
択
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

梁や
な

を
詠
ん
だ
屏
風
歌
に
も
、
同
じ
特
徴
が
あ
る
。
梁
も
魚
を
捕
え
る

装
置
で
あ
り
、
浅
井
峯
治
氏
「
平
安
文
学
に
表
れ
た
「
網
代
」
に
つ
い

て）
（（
（

」
に
よ
る
と
、

網
代
と
梁
と
、
そ
の
構
造
は
大
体
、
同
じ
で
は
な
か
っ
た
か
、
い

や
、
同
じ
も
の
を
あ
る
い
は
網
代
と
い
い
、
あ
る
い
は
梁
と
い
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
す
る
の
で
あ
る
。

と
の
こ
と
で
あ
る
。
屏
風
歌
で
は
春
に
設
置
す
る
も
の
を
梁
と
認
識
し

て
い
た
ら
し
い
。

延
喜
御
時
屏
風
に	

貫
之

　

や
な
　

見
れ
ば
河
風
い
た
く
ふ
く
時
ぞ
浪
の
花
さ
へ
お
ち
ま
さ
り

け
る
（
拾
遺
集　

雑
春　

一
〇
六
一
）（
貫
之
集
Ⅰ
一
一
九
）【
35
延
喜

十
八
年
承
香
殿
女
御
源
和
子
屏
風
（
九
一
八
年
）】

や
な

は
る
の
た
め
う
て
る
　

や
な
　

に
も
あ
ら
な
く
に
な
み
の
は
な
に
も

お
ち
つ
も
る
ら
む（
躬
恒
集
Ⅳ
三
一
六
）【
40
延
長
三
年
頃
以
前
屏
風（
九

二
五
年
）】

と
、
風
に
吹
か
れ
て
波
の
花
ま
で
も
梁
に
落
ち
積
も
る
こ
と
を
詠
ん
で

い
る
。

や
は
り
近
接
し
て
描
か
れ
る
山
々
の
影
響
を
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

四
、
氷
魚
の
寄
る
網
代

後
撰
集
時
代
に
な
る
と
、
網
代
の
屏
風
歌
に
新
た
な
要
素
が
加
わ
る
。

氷
魚
で
あ
る
。

宇
治
秋

　

あ
し
ろ
き
　

に
　

ひ
を
　

へ
て
よ
す
る
　

も
み
ち
葉
　

ゝ
た
ち
と
も
し
ら
ぬ

に
し
き
な
り
け
り
（
兼
澄
集
Ⅰ
六
九
）【
127
永
観
元
年
八
月
一
日
頃
一

条
大
納
言
為
光
家
障
子
（
九
八
三
年
）】

「
氷
魚
」
と
「
日
を
」
を
掛
詞
に
す
る
こ
と
と
、
氷
魚
が
網
代
に
「
寄

る
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
、
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
他
、
元
真
集
一
四
・

忠
見
集
Ⅰ
四
八
・
忠
見
集
Ⅱ
九
五
・
能
宣
集
Ⅲ
二
一
〇
・
順
集
Ⅰ
八
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八
・
蜻
蛉
日
記
・
詞
花
集
一
三
七
藤
原
惟
成
・
元
輔
集
Ⅲ
九
三
・
能
宣

集
Ⅲ
二
九
八
・
元
輔
集
Ⅲ
一
二
二
・
拾
遺
集
二
一
六）

（（
（

・
元
輔
集
Ⅲ
一
四

二
・
能
宣
集
Ⅰ
二
三
五
な
ど
も
、
そ
う
で
あ
る
。

そ
う
詠
む
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
褻
の
歌
の
存
在
が
あ
ろ
う
。

蔵
人
所
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
人
の
、　ひ
を
の
つ
か
ひ
　

に
ま
か
り

に
け
る
と
て
、
京
に
侍
り
な
が
ら
お
と
も
し
侍
ら
ざ
り
け
れ

ば	

修
理

い
か
で
猶
　

あ
じ
ろ
　

の
　

ひ
を
　

に
事
と
は
む
な
に
に
よ
り
て
か
我
を

と
は
ぬ
と
（
拾
遺
集　

雑
秋　

一
一
三
四
）（
拾
遺
抄　

四
二
一
）（
大

和
物
語　

八
九
段
）

修
理
と
い
う
女
性
に
は
、
蔵
人
所
に
勤
め
る
恋
人
が
い
た
。
氷
魚
の

使
い
に
出
か
け
た
と
言
っ
て
、
京
に
い
な
が
ら
訪
れ
て
こ
な
か
っ
た
の

で
、
不
実
を
詰
る
歌
を
贈
っ
た
。
そ
れ
は
「
な
ん
と
か
し
て
網
代
の
氷

魚
に
尋
ね
た
い
。
何
に
よ
っ
て
、
ど
の
女
に
寄
っ
て
、
私
を
訪
ね
て
こ

な
い
の
か
と
」
と
、
網
代
に
氷
魚
が
寄
る
こ
と
を
中
心
に
一
首
を
成
し

た
も
の
だ
っ
た
。
作
者
の
修
理
は
生
没
年
未
詳
だ
が
、
元
良
親
王
（
八

九
〇
～
九
四
三
年
）
と
も
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
大
和
物
語
九
〇

段
か
ら
わ
か
り
、
詠
ま
れ
た
の
は
一
〇
世
紀
前
半
で
あ
る
。
人
口
に
膾

炙
し
た
こ
と
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
で
夫
の
来
訪
を
待
つ
作
者
が
、

「
い
か
に
し
て
網
代
の
氷
魚
の
言
問
は
む
」
と
ぞ
、
心
に
も
あ
ら

で
う
ち
い
は
る
る
。（
蜻
蛉
日
記　

上
巻　

天
暦
十
年
（
九
五
六
年
）

九
月
）

と
上
の
句
を
つ
い
口
ず
さ
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
他
に
も
一

〇
世
紀
前
半
に
は
、
網
代
の
「
氷
魚
」
と
「
日
を
」
を
掛
詞
に
し
た
歌
、

網
代
に
「
寄
る
」
と
詠
ん
だ
褻
の
歌
が
あ
る
。

な
が
月
の
つ
ご
も
り
の
日
、
も
み
ぢ
に
ひ
を
を
つ
け
て
お
こ

せ
て
侍
り
け
れ
ば		

ち
か
ぬ
が
む
す
め

宇
治
山
の
　

紅
葉
　

を
見
ず
は
長
月
の
す
ぎ
ゆ
く
　

ひ
を
　

も
し
ら
ず
ぞ

あ
ら
ま
し
（
後
撰
集　

秋
下　

四
四
〇
）

宇
治
の
あ
じ
ろ
に
し
れ
る
人
の
侍
り
け
れ
ば
ま
か
り
て

	

大
江
興
俊

う
ぢ
河
の
浪
に
み
な
れ
し
君
ま
せ
ば
我
も
　

あ
じ
ろ
　

に
　

よ
り
　

ぬ
べ

き
か
な
（
後
撰
集　

雑
二　

一
一
三
六
）

こ
の
よ
う
な
詠
み
方
が
、
一
〇
世
紀
後
半
、
後
撰
集
時
代
の
屏
風
歌

に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

で
は
、
絵
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
荒
海
障
子
の
網
代
図
が
好
例
で
あ
る
。

拡
大
す
る
と
、
紅
葉
と
と
も
に
魚
影
も
描
か
れ
、
網
代
守
（
漁
師
）
の

手
の
先
に
も
簀
に
上
が
っ
た
魚
が
い
る
（
図
６
）。
少
々
大
き
い
が
、

氷
魚
（
鮎
の
稚
魚
）
の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
和
絵
屏
風
に

氷
魚
が
描
か
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
ま
ず
、
屏
風
歌
の
詞
書
を
見
て

み
る
と
、「
網
代
に
紅
葉
が
寄
る
と
こ
ろ
」と
い
う
詞
書
は
あ
っ
て
も「
網

代
に
氷
魚
が
寄
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
詞
書
は
な
い
。
氷
魚
が
描
か
れ
な

か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
荒
海
障
子
は
比
較
的
大
画

面
（
現
在
の
障
子
の
寸
法　

縦
一
九
二
・
五
糎　

横
一
三
五
・
五
糎
）
で
あ

る
た
め
魚
影
を
描
く
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
細
密
に
描
く
大

和
絵
屏
風
で
は
、
目
立
つ
色
彩
で
も
な
い
魚
影
を
そ
れ
と
わ
か
る
よ
う
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に
描
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

網
代
に
氷
魚
と
い
う
新
し
い
要
素
を
加
え
た
の
は
、
屏
風
歌
だ
っ
た

と
考
え
る
。
屏
風
絵
に
氷
魚
が
描
か
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
描
か

れ
た
と
し
て
も
屏
風
歌
に
追
随
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
網
代
に
氷
魚
を

取
り
合
わ
せ
る
と
い
う
変
化
は
、
歌
が
先
行
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

五
、
見
物
さ
れ
る
網
代

最
後
に
、
網
代
を
見
物
す
る
人
々
を
取
り
上
げ
る
。
屏
風
絵
に
は
人

物
が
描
き
こ
ま
れ
、
歌
が
そ
れ
ら
画
中
の
人
物
の
立
場
で
詠
ま
れ
る
こ

と
が
よ
く
あ
っ
た
。
網
代
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

十
月
、
う
ち
の
あ
し
ろ
に
人
〳
〵
あ
り

お
し
と
お
も
ふ
　

も
み
ち
　

の
お
つ
る
　

あ
し
ろ
き
　

を
よ
り
て
み
る
ま

に
　

日
を
　

や
く
ら
さ
む
（
元
輔
集
Ⅲ
一
四
二
）【
137
永
祚
二
年
六
月
以
前

絵
（
九
九
〇
年
）】

と
い
う
例
で
は
、
宇
治
の
網
代
に
人
々
が
い
て
「
惜
し
い
と
思
い
な
が

ら
も
木
か
ら
落
ち
た
紅
葉
、
そ
の
紅
葉
が
流
れ
落
ち
て
寄
る
網
代
を
、

私
も
寄
っ
て
見
て
い
る
間
に
一
日
を
暮
ら
し
そ
う
だ
」
と
、
網
代
の
傍

ら
で
日
を
過
ご
す
心
境
を
詠
む
。

宇
治
の
あ
し
ろ
に
、
女
く
る
ま
あ
り
、
お
と
こ
い
き
あ
ひ
て

も
の
な
と
い
ふ
と
こ
ろ

も
ろ
と
も
に
み
れ
と
か
ひ
な
き
　

あ
し
ろ
　

か
な
よ
る
か
は
波
に
　

ひ

を
　

し
へ
ぬ
れ
は
（
忠
見
集
Ⅱ
九
五
）【
102
天
徳
四
年
頃
以
前
障
子
（
九

六
〇
年
）】

と
、
男
が
女
車
に
言
い
寄
る
物
語
的
な
絵
も
あ
っ
た
。
歌
も
や
は
り
物

語
風
に
「
一
緒
に
見
て
も
甲
斐
が
な
い
網
代
だ
よ
。
網
代
と
言
え
ば
波

に
氷
魚
は
寄
る
も
の
だ
が
、
私
は
つ
れ
な
く
さ
れ
て
日
を
経
た
も
の
だ

か
ら
、
も
う
あ
な
た
に
言
い
寄
る
ま
い
よ
」
と
二
人
の
恋
模
様
を
想
像

さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
人
物
を
旅
人
と
み
な
す
場
合
も
あ
る
。

は
し
め
の
冬
、
あ
し
ろ
の
う
へ
に
お
き
な
を
り

わ
か
や
と
に
あ
る
へ
き
も
の
を
こ
の
　

た
ひ
　

の
　

あ
し
ろ
　

に
よ
り
て

　

日
を
　

も
ふ
る
か
な
（
元
真
集
一
四
）【
99
天
徳
三
年
朱
雀
院
屏
風
（
九

五
九
年
）】

と
い
う
歌
は
、
網
代
の
上
の
翁
の
立
場
で
詠
ま
れ
、「
我
が
家
に
い
れ

ば
よ
い
も
の
を
、
こ
の
旅
で
網
代
に
寄
っ
て
日
を
過
ご
す
よ
」
と
旅
の

空
に
い
る
老
人
の
侘
し
さ
が
に
じ
む
。
網
代
に
接
近
し
て
家
が
描
か
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

十
月
、
人
の
い
へ
の
ま
へ
に
あ
し
ろ
せ
る
と
こ
ろ

　

ひ
を
　

つ
み
て
　

も
み
ち
　

を
よ
す
る
　

あ
し
ろ
　

こ
そ
あ
き
を
と
ゝ
む
る

せ
き
に
は
あ
り
け
れ
（
能
宣
集
Ⅲ
二
一
〇
）【
113
応
和
二
年
一
月
七
日

～
康
保
五
年
六
月
十
三
日
右
兵
衛
督
忠
君
屏
風
（
九
六
二
～
九
六
八
年
）】

「
日
を
重
ね
て
氷
魚
と
紅
葉
を
寄
せ
る
網
代
こ
そ
が
、
秋
が
過
ぎ
て
も

秋
を
と
ど
め
て
く
れ
る
関
で
あ
っ
た
の
だ
な
あ
」
と
、
家
の
中
か
ら
網

代
を
見
物
す
る
歌
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
網
代
を
見
物
す
る
人
々
が
描
か
れ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
が
、
あ
い
に
く
現
存
す
る
絵
に
は
例
を
見
い
だ
せ
な
い
。
た
だ
、

元
真
集
の
「
網
代
の
上
の
翁
」
に
つ
い
て
は
、「
上
」
を
字
義
通
り
受
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け
取
れ
ば
網
代
の
簀
の
上
で
あ
り
、「
翁
」
は
網
代
守
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
も
し
か
す
る
と
元
真
歌
に
対
応
す
る
絵
は
、
図
６
・
図
８
の
よ

う
な
網
代
小
屋
に
漁
師
が
い
る
絵
で
あ
り
、
元
真
は
網
代
守
を
旅
の
翁

と
み
な
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
網
代
の
傍
ら
の
家
と
し
て
は
、「
平

等
院
鳳
凰
堂
扉
絵　

九
品
来
迎
図　

下
品
上
生
図
」（
図
３
）
を
参
考

に
で
き
る
。
網
代
の
仕
掛
け
ら
れ
た
川
の
す
ぐ
傍
に
家
が
あ
り
、
外
を

見
る
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

網
代
を
見
物
す
る
人
々
や
網
代
の
傍
ら
の
家
、
と
い
う
状
況
設
定
は
、

絵
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
歌
は
内
容
の
幅
を

広
げ
、
ド
ラ
マ
性
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

六
、
実
際
の
網
代
の
光
景

で
は
、
屏
風
絵
の
よ
う
な
光
景
を
実
際
に
見
る
こ
と
は
で
き
た
か
。

あ
ふ
み
の
か
み
に
て
た
ち
に
有
け
る
こ
ろ
、
殿
上
の
人
〻
た

な
か
み
の
あ
し
ろ
に
き
た
り
け
る
に
、
さ
け
な
と
す
ゝ
む
と

て

な
か
れ
く
る
　

も
み
ち
　

の
色
の
あ
か
け
れ
は
　

あ
し
ろ
　

に
　

ひ
お
　

の
よ

る
も
み
え
け
り
（
公
忠
集
Ⅰ
一
三
）

と
い
う
歌
は
、
源
公
忠
が
近
江
守
在
任
中
（
九
四
一
～
九
四
四
）、
殿
上

人
が
田た

な
か
み上

の
網
代
を
見
物
に
や
っ
て
き
た
の
で
宴
を
開
い
た
時
の
も
の

で
あ
る
。
公
忠
は
「
流
れ
て
く
る
紅
葉
の
色
が
赤
い
の
で
、
そ
の
明
る

さ
で
網
代
に
氷
魚
が
寄
る
さ
ま
が
夜
も
見
え
る
」
と
詠
ん
で
い
る
。

う
ち
の
あ
し
ろ
に
て

　

も
み
ち
は
　

の
な
か
る
ゝ
か
は
ゝ
む
は
た
ま
の
よ
る
そ
　

あ
し
ろ
　

の

い
ろ
は
見
え
け
る
（
元
真
集
一
六
七
）

と
い
う
歌
も
、
詞
書
に
よ
る
と
元
真
が
宇
治
の
網
代
で
詠
ん
だ
も
の
で
、

「
紅
葉
の
流
れ
て
い
る
川
は
、
夜
で
も
網
代
の
赤
色
が
見
え
る
」
と
歌
う
。

公
忠
歌
も
元
真
歌
も
、
網
代
に
紅
葉
を
取
り
合
わ
せ
て
お
り
、
屏
風
歌

と
そ
う
変
わ
ら
な
い
風
景
で
あ
る
。
し
か
し
、
紅
葉
が
赤
い
か
ら
夜
で

も
氷
魚
や
網
代
が
見
え
る
、
と
は
い
か
に
も
観
念
的
で
あ
る
。
実
景
で

は
な
く
、
屏
風
歌
に
影
響
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
次
の
例
は
た
し
か
に
実
景
で
あ
る
。『
蜻
蛉
日
記
』
作
者
が

初
瀬
詣
で
を
思
い
立
ち
、
安
和
元
年
（
九
六
八
）
九
月
某
日
早
朝
出
発
、

同
日
昼
に
宇
治
に
あ
る
夫
兼
家
の
別
荘
に
到
着
し
た
。
そ
し
て
、

車
さ
し
ま
は
し
て
、
幕
な
ど
引
き
て
、
し
り
な
る
人
ば
か
り
を
お

ろ
し
て
、
川
に
む
か
ひ
て
、
簾
巻
き
あ
げ
て
見
れ
ば
、　網
代
　

ど
も

し
渡
し
た
り
。
ゆ
き
か
ふ
舟
ど
も
あ
ま
た
見
ざ
り
し
こ
と
な
れ
ば
、

す
べ
て
あ
は
れ
に
を
か
し
。（
蜻
蛉
日
記）

（（
（

　

上
巻
）

と
、
車
の
簾
を
巻
き
上
げ
て
宇
治
川
に
し
渡
し
た
網
代
を
見
て
い
る
の

だ
が
、
作
者
が
目
に
し
情
趣
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
行
き
交
う
舟
で
あ

る
。
帰
り
も
同
様
で
、
宇
治
川
に
着
く
と
、

霧
の
下
よ
り
例
の
　

網
代
　

も
見
え
た
り
。
い
ふ
か
た
な
く
を
か
し
。

と
、
霧
の
下
か
ら
現
れ
る
網
代
を
見
て
、「
を
か
し
」
と
鑑
賞
し
て
い
る
。

季
節
は
晩
秋
で
あ
る
の
に
、
紅
葉
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

作
者
が
宇
治
ま
で
迎
え
に
来
た
夫
と
交
わ
し
た
歌
は
、

ま
づ
、
か
く
書
き
て
渡
す
。
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人
心
う
ぢ
の
　

網
代
　

に
た
ま
さ
か
に
よ
る
　

ひ
を
　

だ
に
も
た
づ

ね
け
る
か
な

舟
の
岸
に
寄
す
る
ほ
ど
に
、
返
し
、

帰
る
　

ひ
を
　

心
の
う
ち
に
か
ぞ
へ
つ
つ
誰
に
よ
り
て
か
　

網
代
　

を
も
と
ふ
（
蜻
蛉
日
記　

同
右
）

と
「
氷
魚
」
に
「
日
を
」
を
掛
け
て
詠
み
合
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
氷

魚
を
目
に
し
た
形
跡
は
な
い
。「
宇
治
の
網
代
と
言
え
ば
氷
魚
」
と
い

う
知
識
に
基
づ
い
て
詠
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
後
、
宇
治
に
あ

る
兼
家
の
別
荘
で
精
進
落
と
し
を
食
べ
て
い
る
と
、按
察
使
大
納
言（
兼

家
の
叔
父
で
あ
る
藤
原
師
氏
）
か
ら
使
い
が
あ
っ
た
。
師
氏
も
自
分
の
別

荘
に
来
て
い
た
の
で
あ
る
。

川
の
あ
な
た
に
は
按
察
使
大
納
言
の
領
じ
た
ま
ふ
と
こ
ろ
あ
り
け

る
、「
こ
の
ご
ろ
の
網
代
ご
覧
ず
と
て
、
こ
こ
に
な
む
も
の
し
た

ま
ふ
」
と
言
ふ
人
あ
れ
ば
、「
か
う
て
あ
り
と
聞
き
た
ま
へ
ら
む
を
、

ま
う
で
こ
そ
す
べ
か
り
け
れ
」
な
ど
さ
だ
む
る
ほ
ど
に
、
紅
葉
の

い
と
を
か
し
き
枝
に
、
雉
、
氷
魚
な
ど
を
つ
け
て
、「
か
う
も
の

し
た
ま
ふ
と
聞
き
て
、
も
ろ
と
も
に
と
思
ふ
に
も
、
あ
や
し
う
も

の
な
き
日
に
こ
そ
あ
れ
」
と
あ
り
。（
蜻
蛉
日
記　

同
右
）

師
氏
は
「
せ
っ
か
く
宇
治
に
兼
家
様
と
奥
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と

い
う
の
に
、
今
日
は
ろ
く
な
も
の
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
」
と
言
っ
て
、

そ
れ
で
も
紅
葉
の
風
流
な
枝
に
付
け
て
、
雉
と
氷
魚
を
贈
っ
て
く
れ
る
。

作
者
が
目
に
す
る
紅
葉
と
氷
魚
は
、
風
景
と
し
て
で
は
な
く
贈
り
物
と

し
て
で
あ
っ
た
。

『
更
級
日
記
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
作
者
は
永
承
元
年
（
一
〇
四
六
年
）

十
月
二
十
五
日
に
、
大
嘗
会
の
御
禊
を
よ
そ
に
初
瀬
詣
で
に
出
発
す
る
。

帰
途
、
宇
治
川
を
渡
る
時
の
こ
と
で
あ
る
。

い
み
じ
う
風
の
吹
く
日
、
宇
治
の
渡
り
を
す
る
に
、
網
代
い
と
近

う
漕
ぎ
寄
り
た
り
。

音
に
の
み
聞
き
わ
た
り
こ
し
宇
治
川
の
　

網
代
　

の
　

波
　

も
今
日

ぞ
か
ぞ
ふ
る
（
更
級
日
記
）

作
者
は
、宇
治
川
を
船
で
渡
る
時
に
、名
高
い
網
代
に
近
く
漕
ぎ
よ
っ

た
こ
と
を
、
感
慨
深
げ
に
書
き
残
す
。
だ
が
、
歌
に
詠
む
の
は
波
で
あ

り
、
十
月
末
か
十
一
月
初
め
と
い
う
紅
葉
の
季
節
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
紅
葉
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

作
り
物
語
に
目
を
向
け
て
も
、『
源
氏
物
語
』
に
も
同
様
の
例
が
あ
る
。

匂
宮
が
中
君
と
結
ば
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

十
月
一
日
ご
ろ
、
網
代
も
を
か
し
き
ほ
ど
な
ら
む
と
そ
そ
の
か
し

き
こ
え
た
ま
ひ
て
、
紅
葉
ご
覧
ず
べ
く
申
し
さ
だ
め
た
ま
ふ
。（
源

氏
物
語　

総
角
巻
）

十
月
一
日
、薫
は
匂
宮
に「
網
代
が
風
情
あ
る
頃
で
し
ょ
う
」と
言
っ

て
、
中
君
に
会
い
た
く
て
た
ま
ら
な
い
匂
宮
に
、
宇
治
に
出
向
く
機
会

を
作
っ
て
あ
げ
る
。
宇
治
に
到
着
し
て
か
ら
は
、

舟
に
て
上
り
下
り
、お
も
し
ろ
く
遊
び
た
ま
ふ
も
聞
こ
ゆ
。〈
中
略
〉

紅
葉
を
葺
き
た
る
舟
の
飾
り
の
錦
と
見
ゆ
る
に
、
声
々
吹
き
出
づ

る
物
の
音
ど
も
、
風
に
つ
き
て
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き
ま
で
お
ぼ
ゆ
。

（
源
氏
物
語　

同
右
）
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と
、
紅
葉
で
飾
り
立
て
た
舟
で
上
り
下
り
し
て
、
管
弦
の
遊
び
を
楽
し

む
。
さ
ら
に
黄
昏
時
に
な
る
と
、

文
作
ら
せ
た
ま
う
べ
き
こ
こ
ろ
ま
う
け
に
、
博
士
な
ど
も
さ
ぶ
ら

ひ
け
り
。
黄
昏
時
に
、
御
舟
さ
し
寄
せ
て
遊
び
つ
つ
文
作
り
た
ま

ふ
。
紅
葉
を
薄
く
濃
く
か
ざ
し
て
、
海
仙
楽
と
い
ふ
も
の
を
吹
き

て
、
お
の
お
の
心
ゆ
き
た
る
気
色
な
り
に
（
源
氏
物
語　

同
右
）

と
、
漢
詩
を
作
り
、
紅
葉
の
色
の
薄
い
の
や
濃
い
の
を
挿
頭
に
す
る
。

網
代
や
紅
葉
を
見
に
行
く
と
い
う
口
実
で
は
あ
っ
た
が
、
網
代
に
流
れ

る
紅
葉
を
見
た
と
い
う
描
写
は
な
い
。

橋
姫
巻
で
も
、
宇
治
川
の
網
代
は
晩
秋
か
ら
初
冬
の
風
景
と
し
て
何

度
も
登
場
す
る
が
、
紅
葉
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

都
か
ら
見
物
に
行
く
に
し
ろ
、
近
く
に
住
ま
い
す
る
に
し
ろ
、
実
際

の
風
景
は
こ
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
網
代
に
寄
せ
る
紅
葉
や
氷
魚
は
、

屏
風
歌
・
屏
風
絵
の
中
だ
け
に
存
在
す
る
。
網
代
の
屏
風
歌
は
、
現
実

に
は
な
い
画
中
の
風
景
に
よ
っ
て
定
型
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
網
代
に
つ
い
て
屏
風
歌
の
詠
み
方
を
分
析
し
、
後
世
の
絵
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
屏
風
歌
と
屏
風
絵
の
関
係
を
推
定
し
て
き
た
。

網
代
の
屏
風
歌
は
、
古
今
集
時
代
に
、
ま
ず
紅
葉
を
取
り
合
わ
せ
る

と
い
う
形
で
始
ま
っ
た
。
川
を
流
れ
る
紅
葉
は
、
晩
秋
か
ら
初
冬
の
光

景
と
し
て
、
万
葉
集
か
ら
歌
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
歌
に
基
づ
き

屏
風
絵
に
川
を
流
れ
る
光
景
が
描
か
れ
た
。
そ
の
絵
が
網
代
と
紅
葉
と

の
結
び
つ
き
を
容
易
に
し
、
網
代
に
寄
せ
る
紅
葉
と
い
う
絵
が
生
ま
れ

た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
絵
に
先
導
さ
れ
て
、
歌
で
も
網
代
と
紅
葉
は

結
び
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

古
今
集
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
、
網
代
に
寄
せ
る
波
も
詠
む
よ
う
に

な
る
。
当
時
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
『
万
葉
集
』
の
人
麿
歌
「
も
の
の
ふ

の
八
十
宇
治
川
の
網
代
木
に
い
さ
よ
ふ
波
の
行
方
し
ら
ず
も
」
に
倣
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
網
代
に
寄
せ
る
紅
葉
ば
か
り
を
詠
む
こ
と
に
飽
き

が
来
た
頃
、
新
機
軸
を
求
め
て
開
拓
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

後
撰
集
時
代
に
は
、
屏
風
歌
で
は
網
代
と
氷
魚
と
が
取
り
合
わ
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
褻
の
歌
で
の
詠
み
方
が
、
屏
風
歌
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
歌
か
ら
起
こ
っ
た
変
化
で
あ
り
、
屏
風
絵
に
つ

い
て
は
、
氷
魚
が
描
か
れ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

屏
風
絵
に
は
網
代
を
見
物
す
る
人
も
描
か
れ
た
。
古
今
集
時
代
、
後

撰
集
時
代
を
通
じ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
後
撰
集
時
代
に
よ
り
多
く

例
を
確
認
で
き
、
し
か
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
あ
る
。
見
物
す

る
人
が
、
恋
の
駆
け
引
き
を
す
る
男
女
だ
っ
た
り
、
旅
人
だ
っ
た
り
も

し
た
。
網
代
の
傍
ら
に
別
荘
が
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
様
々
な
状
況
設
定
が
、
し
ば
し
ば
歌
の
内
容
に
幅
を
持
た
せ
、
ド
ラ

マ
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
網
代
の
例
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
和
歌
的
題

材
・
発
想
が
絵
画
化
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
見
え
て

き
た
。
絵
が
先
行
し
て
、
歌
に
紅
葉
と
い
う
新
し
い
景
物
と
の
結
び
つ

き
を
提
供
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
歌
に
よ
く
詠
ま
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れ
る
氷
魚
と
い
う
定
番
的
景
物
が
、
絵
に
は
描
か
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
歌
が
絵
に
は
な
い
氷
魚
を
彷
彿
さ
せ

た
だ
ろ
う
。
以
上
、
推
定
で
は
あ
る
が
、
絵
と
歌
が
相
互
に
作
用
し
な

が
ら
、
網
代
の
典
型
的
な
光
景
を
形
成
し
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に

し
て
き
た
。

さ
ら
に
、
そ
こ
に
は
見
物
す
る
人
々
も
描
か
れ
て
い
た
。
画
中
の
人

物
は
、
歌
に
人
事
詠
的
な
幅
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
屏

風
絵
や
屏
風
歌
を
鑑
賞
す
る
都
人
に
、
自
分
も
網
代
を
見
物
し
た
い
と

い
う
欲
求
を
起
こ
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
屏
風
絵
と
屏
風
歌
が
作
り
出
し
た
網
代
の
光
景
は
、
け
っ

し
て
実
際
の
光
景
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
都
人
は
網
代
を
見
物
す
る
こ

と
に
憧
れ
を
持
ち
、
実
際
に
訪
れ
て
い
る
が
、
網
代
に
紅
葉
や
氷
魚
が

寄
る
屏
風
歌
定
番
の
光
景
を
見
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

屏
風
絵
と
屏
風
歌
が
作
り
上
げ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
光
景
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
網
代
を
見
物
に
行
く
こ
と
で
、
自
分
が
屏
風
絵
の
画
中
の

人
物
で
あ
る
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
屏
風
歌
の
流
行
が
終
わ
り
、
絵
に
あ
る
変
化
が
見
ら
れ
る
。

定
番
を
離
れ
た
動
的
な
網
代
の
絵
が
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。
神
護
寺
山

水
屏
風
の
網
代
図
に
は
、
川
中
に
三
人
の
男
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
２
）。

泉
氏
の
御
研
究
に
よ
る
と
、
漁
期
の
直
前
で
あ
る
八
月
に
網
代
木
を
打

ち
込
ん
で
、
準
備
を
し
て
い
る
図
で
あ
る）

（（
（

。
石
山
寺
縁
起
絵
巻
に
も
川

中
に
三
人
の
男
が
い
る
網
代
の
絵
が
あ
る
（
図
９
）。
石
山
寺
が
永
延

年
中
（
九
八
七
～
九
八
八
年
）
に
寺
領
内
で
の
殺
生
禁
止
を
朝
廷
に
申
し

出
た
。
建
久
年
中
（
一
一
九
〇
～
一
一
九
八
年
）、
永
仁
年
中
（
一
二
九
三

～
一
二
九
八
年
）
の
二
度
に
わ
た
り
、
そ
れ
を
守
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

そ
の
殺
生
禁
止
を
受
け
て
寺
領
内
の
網
代
を
打
ち
壊
し
て
い
る
図
な
の

で
あ
る
。
三
人
の
男
が
（
う
ち
二
人
は
僧
侶
）
腰
ま
で
川
に
つ
か
っ
て
、

網
代
木
を
抜
き
、
簀
を
流
し
て
い
る
。
網
代
の
整
備
と
破
壊
と
、
両
者

は
正
反
対
の
行
為
で
あ
る
が
、
男
た
ち
の
リ
ア
ル
な
動
き
に
は
共
通
点

が
あ
る
。
神
護
寺
山
水
屏
風
の
網
代
図
は
、
山
水
屏
風
で
あ
り
な
が
ら
、

絵
巻
の
絵
に
も
通
じ
る
大
胆
な
絵
様
に
な
っ
て
い
る
。
屏
風
歌
か
ら
離

れ
、
屏
風
絵
は
歌
に
は
詠
ま
な
い
よ
う
な
光
景
も
描
く
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

注（１
）
拙
著
『
屏
風
歌
の
研
究　

資
料
篇
』（
和
泉
書
院　

二
〇
〇
七
年
）
に
て
、

整
理
一
覧
し
た
も
の
を
提
供
し
て
い
る
。

（
２
）
神
護
寺
山
水
屏
風
の
制
作
時
期
推
定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
神
護
寺
山

水
屏
風
の
秋
―
七
夕
と
網
代
―
」（
泉
万
里
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ　

東
京
国
立

博
物
館
研
究
誌
」
六
三
八
号　

二
〇
一
二
年
六
月
）
に
詳
し
い
。

（
３
）
注
（
２
）
に
七
夕
と
網
代
に
つ
い
て
詳
細
な
指
摘
が
あ
る
。

（
４
）
武
田
恒
夫
氏
『
屏
風
絵
に
み
る
季
節
』「
第
一
章　

和
歌
と
屏
風
絵
―
古

代
―　

第
一
節　

四
季
絵
と
月
次
絵
―
『
貫
之
集
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
中

央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
〇
八
年
）

（
５
）
網
代
・
梁
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
研
究
が
詳
し
い
。

・
伊
賀
敏
郎
氏
『
滋
賀
縣
漁
業
史　

上
』「
序
説
」（
滋
賀
県
漁
業
協
同
組
合
連

合
会　

一
九
五
四
年
）

・
浅
井
峯
治
氏
「
平
安
文
学
に
表
れ
た
「
網
代
」
に
つ
い
て
」（「
中
京
大
学
文
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学
部
紀
要　

七
巻
二
号　

一
九
七
二
年
一
二
月
）

・『
湖
南
の
漁
撈
活
動　

琵
琶
湖
総
合
開
発
地
域
民
俗
文
化
財
特
別
調
査
部
報

告
書
５
』「
Ⅱ
瀬
田
川
流
域
」（
滋
賀
県
教
育
委
員
会　

一
九
八
三
年
）

・
西
木
忠
一
氏
「
田
上
網
代
に
つ
い
て
―
『
田
上
集
』
考
（
一
）」（「
文
学
研

究
（
日
本
文
学
研
究
会
）」
七
三
号　

一
九
九
一
年
六
月
）

・
苅
米
一
志
氏
『
荘
園
社
会
に
お
け
る
宗
教
構
造
』「
第
一
部
第
二
章　

荘
園

社
会
に
お
け
る
神
祇
の
複
合
構
造
―
山
城
国
宇
治
・
槇
島
郷
を
素
材
と
し

て
」（
校
倉
書
房　

二
〇
〇
四
年
）

（
６
）
和
歌
本
文
は
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』、
私
家
集
は
『
私

家
集
大
成
』
に
よ
る
。
屏
風
の
番
号
お
よ
び
名
称
は
、
拙
著
『
屏
風
歌
の
研

究　

資
料
篇
』
注
（
１
）
に
よ
る
。

（
７
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』（
佐
竹
昭
広
他
校
注　

一
九
九
九
年

　

岩
波
書
店
）

（
８
）『
躬
恒
集
注
釈
』（
私
家
集
注
釈
叢
刊　

藤
岡
忠
美
・
徳
原
茂
実
著
貴
重

本
刊
行
会　

平
成
一
五
年
）
で
は
、
現
代
語
訳
を
「
氷
魚
だ
け
で
な
く
紅
葉

ま
で
も
が
」
と
す
る
が
、
古
今
集
時
代
の
屏
風
歌
に
は
氷
魚
を
詠
ん
だ
歌
は

ま
だ
な
い
。
和
歌
文
学
大
系
『
貫
之
集
／
忠
岑
集
／
躬
恒
集
／
友
則
集
』（
平

沢
竜
介　

明
治
書
院　

一
九
九
七
年
）
も
、「
雨
が
降
っ
て
川
の
水
か
さ
が

増
す
ば
か
り
で
な
く
」
と
し
て
い
る
。

（
９
）『
貫
之
集
』
で
は
第
二
句
「
を
と
は
見
ゆ
れ
ど
」
と
あ
り
、
意
味
が
通
ら

な
い
。
だ
が
、
同
歌
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』
一
六
四
七
・『
新
拾
遺
集
』
五

九
〇
に
あ
り
、
第
二
句
「
紅
葉
を
見
れ
ば
」
で
あ
る
。

（
10
）
注
（
５
）
参
照
。

（
11
）
相
澤
正
彦
氏
「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
第
四
・
五
巻
の
絵
師
に
つ
い
て
」（「
日

本
美
術
史
の
杜
」　

二
〇
〇
八
年
九
月
）

（
12
）
新
潮
古
典
集
成
『
土
佐
日
記　

貫
之
集
』（
木
村
正
中
著　

新
潮
社　

一

九
八
八
年
）

（
13
）
私
家
集
全
釈
叢
書
『
貫
之
集
全
釈
』（
田
中
喜
美
春
・
田
中
恭
子
著　

風

間
書
房　

一
九
九
七
年
）、
和
歌
文
学
大
系
『
貫
之
集
／
忠
岑
集
／
躬
恒
集

／
友
則
集
』（
田
中
喜
美
春
著　

明
治
書
院　

一
九
九
七
年
）

（
14
）
注
（
２
）
参
照
。

（
15
）「
網
代
木
に
か
け
つ
つ
洗
ふ
唐
錦
日
を
へ
て
よ
す
る
紅
葉
な
り
け
り
」
と

い
う
歌
は
、
二
通
り
の
詠
歌
事
情
が
伝
わ
る
。
拾
遺
集
・
拾
遺
抄
で
は
清
涼

殿
の
障
子
（
荒
海
障
子
）
の
宇
治
網
代
図
（
図
５
）
の
読
人
不
知
歌
、
十
巻

本
歌
合
・
二
十
巻
本
歌
合
・
能
宣
集
Ⅰ
で
は
寛
和
二
年
内
裏
歌
合
（
花
山
院

御
時
歌
合
と
も
）
の
能
宣
歌
と
す
る
。

『
拾
遺
抄
注
釈
』（
竹
鼻
績
著　

笠
間
書
院　

二
〇
一
四
年
）
は
詳
細
に
論

じ
た
上
で
、
能
宣
が
障
子
絵
を
詠
ん
だ
旧
作
を
歌
合
に
提
出
し
た
と
、
結
論

付
け
て
い
る
。

論
者
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
、
竹
鼻
氏
が
、
清
涼

殿
荒
海
障
子
南
面
の
手
長
足
長
図
に
歌
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、

北
面
の
宇
治
網
代
図
に
つ
い
て
も
「
そ
の
図
に
は
歌
が
書
か
れ
て
い
な
か
っ

た
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
点
に
は
異
論
が
あ
る
。
図
５
に
よ
る

と
、
上
部
に
二
枚
の
色
紙
形
が
描
か
れ
て
い
る
。
形
骸
化
し
て
は
い
る
が
、

色
紙
形
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
に
歌
が
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。

（
16
）
日
記
・
物
語
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
を
使
用
し
た
。

（
17
）
注
（
２
）
参
照
。
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図
版
出
典

【
図
１
・
図
２
】
…
…
「
神
護
寺
山
水
屏
風
」（
神
護
寺
所
蔵
）。「
修

理
報
告　

国
宝
山
水
屏
風　

神
護
寺
」（「
修
復
２
号
」
岡
墨
光
堂

　

一
九
九
六
年
）
よ
り
転
載
。
各
扇
の
配
列
に
乱
れ
を
正
し
た

復
元
後
の
も
の
に
よ
る
。

【
図
３
・
図
４
】
…
…
「
平
等
院
鳳
凰
堂
扉
絵　

九
品
来
迎
図
の
う

ち
下
品
上
生
図
」（
平
等
院
所
蔵
）。『
日
本
美
術
全
集
７　

平
等

院
鳳
凰
堂
』（
学
習
研
究
社　

二
〇
〇
二
年
新
装
版
）
一
五
一
頁
か

ら
転
載
。

【
図
５
・
図
６
】
…
…
「
宇
治
網
代
図　

土
佐
光
清
」（
京
都
市
立
芸

術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
、
土
佐
派
絵
画
資
料
）。

【
図
７
・
図
８
・
図
９
】
…
…
「
石
山
寺
縁
起
絵
巻　

五
巻
三
段
」「
同

　

二
巻
七
段
」（
石
山
寺
所
蔵
）。『
日
本
の
絵
巻　

一
六
巻　

石

山
寺
縁
起
』（
中
央
公
論
新
社　

一
九
八
八
年
）
よ
り
転
載
。

使
用
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
各
方
面
に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
研
究
は
、
平
成
二
三
年
度
～
二
七
年
度
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
平
安
期

に
お
け
る
文
学
と
美
術
の
相
互
関
係
―
文
献
と
文
献
に
近
似
す
る
現
存

美
術
作
品
か
ら
の
探
求
―
」（
課
題
番
号
２
３
５
２
０
２
６
３
）
の
成

果
の
一
部
で
す
。

（
た
じ
ま
・
と
も
こ　

四
天
王
寺
大
学
教
授
）
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図２　同上　第五扇拡大　網代図

図１　神護寺蔵　山水屏風　第四扇第五扇
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図４　同上　拡大　網代図

図３　平等院鳳凰堂　下品上生図
（九品来迎図の内　扉絵模写部分）
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図６　同上　拡大　網代図

図５　京都市立芸術大学芸術資料館蔵　土佐派絵画資料
　内裏　荒海障子北面　宇治網代図
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図８　同上　拡大　網代図

図７　石山寺蔵　石山寺縁起　五巻三段　網代図
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図９　石山寺蔵　石山寺縁起　二巻七段　網代図
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